
関係小学校・中学校・高等学校・中等教育学校長・英語科主任 様 

 

第 67 回 北海道小学校・中学校・高等学校英語教育研究大会 
北海道小学校・中学校・高等学校英語教育研究大会大会長 

（札幌市立真栄中学校長）    三 上 寛 晃 

北海道小学校・中学校・高等学校英語教育研究大会副大会長 

（札幌市立新琴似南小学校長）  加 藤 勝 宏 

北海道小学校・中学校・高等学校英語教育研究大会副大会長 

     （北海道札幌月寒高等学校長）  三 村 素 道 

《第二次案内》 
主題「小・中・高連携を踏まえた英語教育をどう進めるか」 

グローバル化が急速に進展する中で、外国語によるコミュニケーション能力は生涯にわたる様々な場面で必

要とされ、英語力の向上は益々重要となっており、英語教育に寄せられる期待は一層大きなものになっていま

す。そのため、本研究大会は、令和 5 年度から小学校を交え、「北海道小学校・中学校・高等学校英語教育研

究大会（小中高英研）」として新たな一歩を踏み出しています。小学校・中学校・高等学校の英語教師が一堂

に会し、近年重視されている小中連携にとどまらず、12 年間の一貫性と系統性をもたせた英語学習について

研究を行っております。つきましては、今年度も、北海道の英語教育の更なる発展を目指し、下記のとおり、

研究大会を実施いたしますことを御案内申し上げます。 

記 

１  日  時  2025 年 11 月 21 日（金） ９：00～16：00   

２  場  所  ホテルライフォート札幌（札幌市中央区南 10 条西１丁目） 

３  主  催  北海道小学校英語教育研究会  北海道中学校英語教育研究会 

 北海道高等学校英語教育研究会  

４  後  援   北海道教育委員会 札幌市教育委員会 北海道小学校長会 札幌市小学校長会 

北海道中学校長会 札幌市中学校長会 北海道高等学校長協会  

５  参 加 費  3,500 円 

         お支払い方法は今年度より振込みとなります。下記の口座に 11 月７日（金）ま
でに御入金ください。また、振り込み時には「学校名」と「苗字」を「ニシノチュ
ウ ヤマグチ」のように入力してださい。御不明な点等がございましたら、札幌市
立西野中学校山口までお問合せください。 

 
 
 
 
 
 
 
６  申 込  右の二次元コードから、11 月４日（火）までにお申込みください。 
７  大会日程及び主な内容 

08:45～09:00  受付     
09:00～09:20  開会式   
09:30～10:40  提言発表・質疑（小・高 各 30 分） 
 

 
 
 

 
 
 

回覧してください 

お振込み口座： 北海道銀行 札苗支店  0903870 
お振込の名前： ホッカイドウチュウガッコウコウトウガッコウエイゴ 
         キョウイクケンキュウカイ 

（北海道中学校高等学校英語教育研究会） 
  ※名前を入力する場合は、カタカナのみで入力してください。 

※ATMやインターネットバンキングからの振込をお勧めします。 

≪提言１≫「小学校における ALT を活用した外国語学習の実践」 
札幌市立小野幌小学校 教諭 髙田 美枝 氏   

                      札幌市立幌西小学校 教諭 有田 圭佑 氏 
 ALT を活用した小学校における外国語活動・外国語科の実践報告です。主体的に学び向かい、英語を通じて人と関わ

る喜びが生まれる授業を目指す中で、どのようにALT を活用したのかを踏まえ、2 本の実践を発表します。AAR サイク

ルを意識した授業構築や一人一人を大切にした児童への教師の関わり、またネイティブスピーカーならではの発音や流

暢さ、異文化理解の促進など、意図的なALT の活用などをお伝えします。 

 



 
 
 
 
 
 
 

10:40～11:00  助言 ◆札 幌 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事  高橋  文 氏 
            ◆北海道教育庁学校教育局高校教育課主査  加藤  渉 氏 
11:20～12:10  公開授業 
 
 
 
 
 
 
 
12:15～13:10  昼食・休憩 
13:10～13:40  授業者から及び研究討議      
13:40～13:55  助言 ◆札 幌 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 丸山 未来 氏 
14:10～15:40  講演 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
15:40～15:50  閉会式 

８  懇親会（交流会）について 

 大会終了後に、懇親会（交流会）を予定しています。研究内容や日頃の取組について語り合い、新し

い交流を広げるよい機会になればと思っております。皆様の御参加を心よりお待ちしております。 

日時：令和７年 11 月 21 日（金） 16:45～ 

場所：ホテルライフォート札幌（詳細は大会当日にお知らせいたします） 

会費：8,000 円（飲み放題付）公立学校共済組合の補助を利用する場合は、6,000 円となります。 

   支払いは大会参加費と一緒にお振込みください。 
９  大会事務局・お問合せ先  

【中 学 校】札幌市立西野中学 校 〒063-0038札幌市西区西野８条７丁目５-１（山口 修司）※当番校  

【小 学 校】札幌市立あやめ野小学校 〒062-0051札幌市豊平区月寒東１条 11 丁目７-32（鉾﨑 聖太郎） 

【高等学校】北海道札幌月寒高等学校 〒062-0051札幌市豊平区月寒東 1 条3 丁目 1-1（荻田 英樹） 

 
■札中英研 HP：https://scek-sapporo.blogspot.com   ■北中英研 HP：http://hokucyueiken.ni-3.net/ 

■北小英研 HP：https://hsek662967621.wordpress.com ■高英研 HP：http://www.koeiken.hokkaido-c.ed.jp 

 

 

≪提言２≫「自らを表現する生徒の育成のために」～パフォーマンステストを中心 
に据えた授業構築とその先の能力育成へ～ 

北海道鵡川高等学校 教諭 秋田 泰 氏   
 小中の外国語の授業を経て、英語への苦手意識が強い状態で入学する生徒が大半を占める本校で、ICT の力を

借りながら英語を活用して自らを表現する活動について共有させていただきます。教科の枠を越え、学校の枠を

越えて明日を生きる生徒の育成についてみなさんと一緒に考えていくことができればと思います。 

 

◆授 業 者：札幌市立新陵中学校 教諭 磯 麻耶 氏  
◆生  徒：札幌市立新陵中学校 １年２組 31 名 
◆授業内容：NEW HORIZON English Course 1 Unit 7 “An Online Tour of the U.K.” 

 本単元では、対面や電話で話すことに加え、多様なデジタルツールを活用して他者と交流する場面において、

今、していることをたずねたり答えたりする力を育成します。本時では、子どもたちにとって身近なSNS やチャ

ットを模した状況で、相手の気持ちや思いに配慮し、即興的に英語で書く力の素地を養いたいと考えています。 

 

「Student-agency, Teacher-agency, Co-agency を育む 
英語授業作り」 

～教師のウェルビーイングを高める「協働性」の追求～ 
上越教育大学 学校教員養成・研修高度化センター   

准教授 阿部 雅也 氏  
日本の英語教育では，学年が上がるにつれて学習意欲に課題が見られる現状があり，私たちは日々奮闘していま

す。新任の先生に以下の問いを投げかけられたとしたら，先生方ならどのように答えられるでしょうか？  

 

 

 

 

本講演では，これらの問いに対するヒントを，先生方と一緒に考えます。当日は児童生徒になりきって英語活動

を楽しみながら，小中高一貫した英語授業を「共創」しましょう。 
阿部雅也（あべ・まさや）青山学院大学文学部英米文学科卒、上越教育大学大学院学校教育学研究科修了（教職修士）、University of Birmingham 修士課程修了（MA in 

TESOL英語教授法）、新潟大学大学院現代社会文化研究科修了（教育学博士）。新潟県立高等学校教諭、新潟県立教育センター指導主事などを経て、現在、上越教育大学 学校教

員養成・研修高度化センター准教授。専門は英語教育（TESOL）、授業研究（教員研修）。新潟県立教育センター勤務時には、地域における小中高英語教師の学び合いコミュニテ

ィを構築し、村上市ハブスクール（新潟県グローバル事業）を立ち上げ、小中高連携による地域の英語授業改善を図るなど実践的な取り組みを推進。現在は英語教授法や教員

研修プログラムの開発、校内外の研修支援に携わる。著書は『A Co-creative Transformation Model: Transformative Power of a Collaborative Teacher Development Program in Japanese 

High School English Education』（上越教育大学出版会）など。 

【模擬授業３つの提案】   

提案① ●●を活かした学習集団作りを   

提案② ７つの●●で取りこぼしゼロに   

提案③ ●●●●●●で学びの見通しを   

【ある初任の先生からの質問】 
〇クラスに困った子、どうしたらいい？ 
〇英語学習の４技能はどの順番がベスト？ 
〇人がチャレンジしたくなる条件は？ 
〇発表に向け、自信をつけてあげるには？ 
〇最も記憶に残りやすい活動とは？ 
〇児童生徒に主体性を育むには？ 

事前アンケートについてのお願い  

「児童生徒の主体性を育む授業作

り」に関する先生ご自身の実践に

ついて、左の２次元コードで御回

答ください。どうぞよろしくお願

いいたします。 

https://scek-sapporo.blogspot.com/
http://hokucyueiken.ni-3.net/
https://hsek662967621.wordpress.com/
http://www.koeiken.hokkaido-c.ed.jp/
https://forms.gle/BkE7RzP3qKZhjgPA9

